
11月10日から

市
民
絵
画
展

出
展
作
品
を
募
集

　
「
市
民
絵
画
展
」
は
、
十
二
月

五
日
團
か
ら
八
日
㈲
ま
で
、
中

央
公
民
館
で
開
催
し
未
丁
。

　
▼
作
品
の
範
囲
・
・
・
日
本
画
、

洋
画
、
版
画
、
水
彩
画
▼
作
品

の
規
格
・
：
８
号
ト
5
0
号
▼
出
品

欺
・
よ
Ｌ
Ｒ
▼
出
品
料
・
：
千

二
百
円
▼
応
募
資
格
・
・
・
市
民
ま

た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る

人
（
高
校
生
以
上
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
1
1
月
1
6
日
出
ま
で
に
、
出
品

料
奎
原
え
て
社
会
教
育
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）jj

=ﾕ:
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Ｈ
月
３
日
脚
・
４
日
脚
（
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
５
時
）
、
５
日
図

（
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時
）

　
　
　
生
花
・
水
石
・
盆
栽
・
園
芸
・
手
工
芸
・
陶
工
芸
・

　
　
　
頷
装
品
・
文
芸
な
ど

　
　
《
茶
席
ｖ
　
1
1
月
３
日
脚
―
Ｓ
;
(
せ
ん
）
苓
庸
、
４
日
脚
―

　
　
　
　
　
　
抹
茶
席
。

　
　
　
　
　
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
１
午
後
３
時
。

　
　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
で

　
　
〈
菊
花
農
〉
ｕ
月
９
日
出
ま
で
開
催
中
。
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
・
中
央
公
民
館
横
で
。

　
　
《
写
真
晨
》
Ｈ
月
９
日
出
1
1
1
日
圀
。

　
　
〈
書
道
晨
ｖ
　
ｎ
月
2
3
日
ｇ
-
2
5
日
Ｂ
。

豪
1
1
月
３
日
冊
は
歴
史
資
科
館
・
中
央
図
書
館
は
開
館
。

　
主
催
‥
市
教
育
委
貝
会
・
宇
治
市
民
文
化
祭
実
行
委
貝
会

　
　
　
　
弱
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
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とき11月10日(日)午前8時受nm

ところ太腸が丘球技楊A･国内コース

　※ジョギング大会(園内コース1.5km)は、

　当日受け付けです。ふるってご参加を。

6
1
年
３
月
に
完
成
予
定

平面図

昭
和
六
十
一
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
広
野
公
民
館
（
仮
一

一
称
）
の
建
設
工
事
が
、
十
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
老
朽
化
し
た
広
野
公
民
分
館
を
廃
止
し
、
宇
治
・
小
倉
・
木
幡
公

一
民
館
に
次
ぐ
、
市
内
で
四
番
目
の
地
区
公
民
館
と
し
て
新
設
す
る

も
の
で
す
。
完
成
後
は
、
南
宇
治
地
域
の
社
会
教
育
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
一

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
：
：
；
…
…
…
…
’
…
…
…
－
；
－
－
・
・
－
―
…
…
’
…
…
…
…
：
：
－
・
－
－
‐
－
‐
’
…
…
…
…
…
…
－
・
’
‐
－
‐
１
　

昭
和
五
十
年
に
公
民
館
網
の
整
備

・
充
実
計
画
を
策
定
。
五
十
四
年

か
ら
順
次
、
地
区
公
民
館
の
建
設

に
取
り
組
ん
で
い
ま
ず
。

　
地
区
公
民
館
は
、
人
口
四
～
五

万
人
の
委
面
か
乖
位
と
し
、
地

域
の
文
化
念
完
、
地
域
住
民
相

互
の
連
帯
を
深
め
て
社
会
教
育
を

進
め
る
施
設
で
す
。

　
広
野
公
民
館
で
も
、
来
春
の
開

館
後
は
、
本
市
南
部
地
域
の
市
民

交
流
の
場
と
し
て
、
積
極
的
な
活

用
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
ず
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て

▲（仮称）広野公民館の完成予想図

　
広
野
公
民
館
の
建
設

地
は
、
広
野
町
寺
山
十

七
番
地
。
構
造
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

二
階
建
『
一
階
部
分

三
百
八
十
二
平
方
μ
、

二
階
部
分
二
百
二
十
八

平
方
μ
、
延
べ
床
面
積

約
六
百
十
平
方
だ
の
規

模
と
な
っ
て
い
車
ｙ
。

建
設
費
は
、
約
三
億
四

千
八
百
万
円
の
予
定
で

す
。
　
一
階
に
は
二
百
人
収

容
の
会
議
室
、
練
習
室
、

保
育
室
、
事
務
室
な
ど

弐
盟
皿
。
二
階
に
は
、

料
理
実
習
な
ど
に
ね
莉

用
出
来
る
学
習
室
、
図

書
や
資
料
M
M
＞
t
＜
た

図
書
室
を
配
置
し
て
い

未
ｙ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
室

は
学
習
や
集
会
、
料
理

実
習
な
ど
多
目
的
に
利

用
出
来
る
外
、
幼
児
の

保
育
室
奎
隔
え
て
、
施

設
名
］
用
す
る
婦
人
が
安
心
し
て

活
動
出
来
る
ぷ
７
配
慮
さ
れ
て
い

手
。

　
ま
た
、
進
入
路
か
ら
玄
関
ま
で

２
階

は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
埋
設
。
玄
関

部
分
に
は
ス
ロ
ー
プ
や
自
動
ド
ア

を
備
え
て
、
車
い
す
の
ま
ま
で
も

通
行
出
来
る
ぶ
フ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
外
、
身
障
者
用
ト
イ
レ

な
ど
。
施
設
設
計
は
健
常
者
だ
け

で
な
く
、
身
体
障
害
者
や
お
年
寄

り
に
も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
ぷ
フ
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
も
、
公
民
館
網
の

整
備
・
充
実
に
向
け
、
積
極
的
に

努
力
し
て
行
ぐ
考
え
で
す
。

１
階

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
一
周
年
記
念

宇
治
市
民
文
化
祭

１
１
月
３
日
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
で

発
表
の
部
　
文
化
会
館
で

導水路工事で期

間中閉鎖

｀ ｙ

要
地
方
道
大
津
南
郷
線

　
今
月
か
ら
宇
治
川
改
修
工
事
の

一
環
と
し
て
、
塔
の
島
派
川
へ
の

導
水
路
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
ず
。

こ
れ
に
伴
い
、
白
川
浜
公
園
（
白

川
バ
ス
停
北
側
）
が
同
工
事
用
の

資
材
置
場
と
し
で
受
用
さ
れ
、
工

事
期
間
中
（
十
一
月
一
日
～
昭
和

六
十
三
年
七
月
三
十
一
日
）
は
、

閉
鎖
さ
れ
未
了
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

仮
駅
で
営
業
開
始

　
「
近
鉄
大
久
保
駅
付
哲
鉄
道
高

架
化
工
事
に
伴
い
、
同
駅
の
営
業

は
上
り
（
京
都
方
面
行
き
）
が
十
一

月
十
日
か
ら
、
下
り
（
西
大
寺
方

面
行
き
）
が
十
七
日
か
ら
、
順
次

仮
駅
で
開
始
さ
れ
未
了
。
仮
駅
は

現
駅
の
北
側
に
仮
設
。
営
業
は
、

昭
和
六
十
二
年
の
秋
ご
ろ
ま
で
の

予
定
で
す
。

　
　
　
　
（
特
別
事
業
対
策
室
）

Ｌ
』
ド

　
府
宇
「
－
引
刮
目
コ
ー

(仮称）

広野公民館
建設工事始まる

市内で４番目の地区公民館

白川浜公園

　
　
　
　
　
　

近
鉄
大
久
保
駅

位置

図

展
示
の
部
　
中
央
公
民
館
で

スリランカ物

産展250点の宝石を販売



宇宙の科学と夢を求め

中央公民館で天体写真と観望会
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宇
治
川
の
谷
口
に
位
置
す
る

宇
治
郷
、
白
川
、
松
島
は
、
前

回
で
辺
べ
た
東
宇
治
と
同
様
、

風
光
明
美
な
地
で
あ
る
と
共
に
、

宇
治
川
と
奈
良
街
道
の
水
陸
交

通
の
結
節
点
に
あ
り
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
る
。
藤
原
道
長
が
こ
の
地

に
別
業
を
営
ん
だ
の
は
、
景
色

の
美
し
さ
や
交
通
の
便
の
良
さ

が
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

ま
た
平
安
末
期
や
室
町
末
期
に
、

治
承
・
寿
永
の
乱
、
棋
島
合
戦

な
ど
と
、
こ
の
地
が
戦
乱
の
舞

台
に
な
っ
た
の
も
、
当
地
が
重

要
な
戦
略
拠
点
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
宇
治
川
の
付

け
替
え
で
、
交
通
路
が
城
下
町

伏
見
に
集
中
し
、
宇
治
の
機
能

が
伏
見
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
な
お
江
戸
時
代
に
は
、
宇
治

は
茶
の
町
と
し
て
、
隣
接
す
る

村
々
と
共
に
発
展
し
て
い
く
の

又
兵
衛
が
二
百
二
十
石
、
残
り

が
幕
府
領
で
、
棋
島
村
も
一
時

淀
藩
領
に
な
り
、
の
ち
幕
府
領

と
な
っ
て
い
る
。
白
川
村
は
幕

府
領
で
あ
る
。
こ
ラ
し
て
み
る

と
、
東
宇
治
の
村
々
が
五
百
石

以
下
の
小
村
で
、
ま
た
武
家
・

公
家
・
寺
社
領
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
こ
の
地
域
は
三
千
石
を

　
と
こ
ろ
で
茶
園
に
対
す
る
石

盛
（
一
反
当
た
り
の
収
穫
高
、
米

で
換
算
）
は
、
普
通
、
上
田
や

屋
敷
が
一
石
五
斗
で
あ
る
の
に

対
し
、
上
園
で
は
二
石
五
斗
、

中
園
で
も
一
石
五
斗
と
か
な
り

高
い
。
こ
れ
は
幕
府
が
茶
園
を

重
但
し
て
い
た
こ
と
、
茶
が
商

品
作
物
と
し
て
採
算
が
と
れ
て

宇
治
川
谷
口
の
村
々

で
あ
る
。

　
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）

の
宇
治
郷
の
村
高
は
三
士
〈
百

九
十
八
石
余
り
、
棋
島
村
で
は

三
千
百
二
土
ハ
石
余
り
、
白
川

村
は
二
百
十
三
石
余
り
で
あ
る
。

領
地
は
宇
治
郷
で
は
上
林
門
太

郎
知
行
が
三
百
九
十
石
、
上
林

　
天
体
写
真
展

　
夜
空
か
見
上
げ
る
と
輝
ぐ
ば
か

り
の
星
空
。
ぶ
元
い
だ
な
あ
こ

と
思
わ
ず
つ
ぷ
や
い
た
経
験
が
、

だ
れ
で
も
一
度
ぐ
ら
い
は
あ
る
で

し
ょ
う
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
宇
宙
に
広

が
る
い
ろ
い
ろ
な
星
や
、
太
陽
・

月
な
ど
の
写
八
を
、
皆
芦
辺
に
鑑

賞
し
て
い
た
だ
こ
シ
と
集
め
て
み

ま
し
た
。
写
真
を
通
し
て
、
里
Ｅ

の
世
界
ヘ
ー
度
行
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
号
つ
っ
て

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

超
す
大
村
が
二
力
村
、
し
か
も

幕
府
領
が
多
く
、
東
宇
治
と
は

対
照
的
で
あ
る
。
地
目
に
お
い

て
は
、
宇
治
郷
で
は
茶
園
が
半

分
以
上
か
西
め
、
ま
た
白
川
で

も
三
八
％
が
茶
園
で
。
い
か
に

も
茶
の
町
、
茶
の
村
ら
し
い
景

観
が
見
ら
れ
た
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
3
日
團
～
1
7
日

間
、
時
間
は
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
（
た
だ
し
1
7
日
間
は
、

午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
・
：
中

央
公
民
館
展
示
集
会
室
▼
内
容
・
・
・

ｏ
天
体
写
真
＝
月
・
星
・
太
陽
（
日

食
）
な
ど
。
星
空
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
○
自
分
で
簡
単
に
出
来
る
天
体

観
察
用
具
の
作
り
方
の
紹
介
＝
星

時
計
、
日
時
計
、
星
座
早
見
板
、

月
齢
早
見
板
な
ぺ

　
ま
た
期
間
中
、
中
央
図
書
館
で

は
、
天
体
に
関
す
る
参
考
図
書
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▲夢が広がる天体観盟(昨年の宇治公民館宇宙科学教室)

い
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。

　
こ
の
ぶ
っ
に
茶
園
は
収
入
が

高
く
評
仰
瓦
て
い
た
が
、
幕

府
は
宇
治
郷
に
対
し
て
、
寛
永

十
三
年
≧
頃
六
）
年
貢
の

半
減
と
屋
地
子
（
屋
敷
地
の
年

貢
）
免
除
と
い
ラ
優
遇
措
置
を

行
っ
た
。
こ
れ
は
幕
府
の
上
方

　
天
体
観
望
会

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
舎
見
な
が
ら

天
体
や
宇
宙
の
世
界
の
話
か
聞
き
、

天
気
が
良
け
れ
ば
戸
外
２
大
体
望

遠
鏡
を
用
い
、
月
や
秋
の
星
座
を

観
頂
と
チ
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
ず
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
6
日
出
、
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
秋
の
星
座
と
バ

レ
ー
彗
星
（
す
い
せ
い
）
の
お
話

▼
講
師
・
・
・
明
星
天
文
館
長
。
江
上

賢
三
さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の

小
学
校
４
年
生
以
上
の
人
（
な
お
、

小
学
生
、
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

の
こ
と
）
▼
定
員
・
・
・
1
0
0
人
（
先
着

順
）
▼
持
参
品
…
筆
記
用
具
、
懐

中
電
灯
（
天
気
が
良
け
れ
ば
、
外

で
観
望
し
ま
す
の
で
防
寒
の
用
意

を
）
▼
申
し
込
み
・
：
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
来
館
で
。
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
　
婦
人
問
題
講
演
会

　
な
に
げ
な
ぐ
過
ご
し
て
い
る
普

段
の
牛
罵
一
も
、
十
年
前
に
比
べ
る

と
、
意
外
に
急
テ
ン
ポ
で
変
わ
っ

て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ

シ
か
。
家
庭
、
教
育
、
結
婚
、
余

融
和
策
で
あ
り
、
ま
た
茶
師
に

対
す
る
保
護
政
策
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
棋
島
村
は
宇
心
詔
堤
防
下

に
あ
り
、
次
だ
巨
椋
池
と
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
畑
へ
の

浸
水
が
多
く
、
そ
の
た
め
年
貢

率
は
二
〇
％
以
下
で
、
宝
永
五

年
（
一
友
‥
）
八
）
や
正
徳
二
年

　
（
一
七
一
二
）
で
は

年
貢
率
○
％
Ｖ
Ｊ
あ
っ

た
。

　
宇
治
郷
は
十
八
世

紀
初
め
に
は
四
千
四

百
人
の
人
口
で
あ
っ

た
の
に
、
十
九
世
紀

初
め
に
は
エ
〈
百
人

に
減
少
す
る
。
こ
の

よ
シ
な
人
口
減
少
が

な
ぜ
お
こ
っ
た
の
か

明
ら
か
で
な
い
。
た

だ
、
茶
師
が
近
世
中

各公民館の所在地

期
以
降
、
幕
府
や
大
名
か
ら
莫

大
な
借
金
を
重
ね
て
困
窮
し
て

お
り
、
そ
れ
が
宇
治
郷
お
お
か

た
の
困
窮
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は

茶
に
か
か
わ
り
を
痔
つ
隣
接
の

白
川
村
や
棋
島
村
へ
も
、
大
き

な
影
響
か
及
ぼ
し
た
と
考
汽
ら

れ
る
。
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

ト
宇
治
川
谷
口
の
集
落

暇
、
老
後
、
仕
事
、
等
々
Ｉ
そ
の

変
容
ぷ
り
を
探
り
な
が
ら
、
今
後

も
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
よ
ひ
確
か
な
姿
芳

を
考
え
合
い
ま
せ
ん
か
。

　
ま
畏
民
館
で
は
、
自
主
婦
人

講
座
「
つ
ば
さ
」
サ
ー
ク
ル
と
共

催
で
講
演
会
を
開
原
示
す
。
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
：
1
1
月
2
0
日
伽
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
３
翠
〈
会
議
室
▼
テ
ー
マ
・
：

「
女
性
の
意
識
と
忠
洒
」
～
そ
の
変

化
と
要
因
を
探
る
～
▼
講
師
・
・
・
京

都
府
立
大
学
教
授
、
光
信
隆
夫
さ

ん
▼
入
場
・
：
無
料
。
当
日
直
接
会

場
へ
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以
上
の
幼
児

を
先
着
1
5
人
ま
で
保
育
し
ま
ず
。

ご
希
望
の
人
は
、
宇
治
公
民
館
ま

で
電
話
か
来
館
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
お
や
つ
代
と
し
て
5
0

円
か
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
宏
芸
民
館
）

　
年
賀
状
づ
く
り
教
室

　
　
　
～
木
版
画
～

　
来
年
の
年
賀
状
溢
箇
で
作
つ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時
▼

と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
▼
対
象
…

市
内
在
住
で
３
日
間
共
に
参
加
で

き
る
人
（
た
だ
し
小
学
校
５
年
生

以
上
で
、
小
・
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
に
限
り
ま
す
）
▼
材
料
費
・
・
・

二
百
円
▼
指
導
…
宇
治
公
民
館
版

年賀状づくり教室の日程表

月　日 内　　容

11月21日(ね オリエンテーション映画「彫る一棟方志功の世界」
下絵づくり

11月28日(昶彫　り

12月５日出 刷　り

木幡公民館まつりの日程表

☆
運
命
児
徳
川
信
康
の
波
乱
の
生
涯
を
感
動
豊
か
に
描
く
大
作

圃
サ
ー
ク
ル
心
一
員
▼
定
員
・
・
・
2
5
人

　
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
往
復

は
が
き
に
「
年
賀
状
。
つ
く
り
教
室
」

希
望
と
明
記
し
、
参
加
者
の
氏
名
、

住
所
、
年
齢
（
児
童
・
牛
徒
は
学

年
か
記
入
の
こ
と
）
、
電
話
番
号

か
書
い
て
、
Ｈ
月
1
8
日
囲
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
箆
回
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
爾
Ｈ
・
ｍ
部
を
開
催

　
第
１
部
に
引
き
続
き
、
第
Ｈ
部

＝
集
い
・
・
第
ｍ
部
＝
展
示
夕
次
の

と
お
ぴ
行
い
ま
す
。
模
擬
店
も
出

ま
で
。
お
誘
監
Ｂ
せ
の
上
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
と
こ

・
ろ
…
木
幡
公
民
館
▼
主
催
・
：
第
５

回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員

会
、
木
幡
公
民
館
▼
問
い
<
i
I
i
C
＼

・
・
未
幡
公
民
館
へ
。
（
木
幡
公
民
館
）

部 日　時 内　　容

第

II
部

11月lO日(H)

午蔚畔-午機i畔

太極拳､謡曲､新舞踊､体操､コ―ラス

紙芝居､人形劇､詩吟､空手道､古典文

学.映画(アニメーション)

ｎ月10日(II)

牛mi時-乍≪!噂 模擬店

第
Ⅲ

部

ｎ月16日倒

　　17日(川)

午農!啼ヽ牛徨t峙

小物染色.パッチワーク､陶芸､絵画、

ちぎり絵､俳画､俳句､書il､木工、

その他の手工芸品.学習活動発表など

11月17日([)

午町11時ヽ午餓!呻 模擬店

　
宇
治
市
文
化
財
愛
護
協
会
は
、

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
に
茜
足

し
た
宇
治
市
文
化
財
愛
護
協
議

会
鷺
継
承
し
、
更
に
発
展
強
化

を
図
る
た
め
に
、
財
団
法
人
と

し
て
昭
和
四
十
九
年
一
月
に
府

教
育
委
員
会
の
認
可
M
f
ｔ
ｅ
'

再
出
発
を
し
た
団
体
で
す
。

　
運
営
に
は
、
財
団
法
人
と
し

て
の
咎
碍
に
基
本
財
産
と
し

て
宇
治
市
か
ら
百
万
円
が
交
付

さ
れ
た
外
、
関
係
者
か
ら
の
寄

付
と
会
費
や
冊
子
売
ぴ
上
げ
金

な
ど
を
基
本
財
産
と
運
用
財
産

に
分
け
て
充
当
し
、
理
事
会
、

評
議
員
会
な
ど
で
事
業
か
侠
定

し
て
行
き
ま
す
。

　
会
員
は
現
在
約
八
百
人
で
、

市
内
に
あ
る
文
化
財
、
文
化
遺

産
か
守
り
、
先
人
が
築
い
た
宇

治
市
固
有
の
文
化
や
か
け
が
え

の
な
い
緑
あ
ふ
れ
る
宇
治
の
自

然
環
境
の
保
全
に
力
学
ハ
れ
て

い
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
臨
地

講
演
公
一
、
臨
地
見
学
会
、
名
木

百
選
観
賞
公
一
、
自
然
観
察
会
、

機
関
誌
の
発
行
な
ど
を
実
施
。

当
面
は
、
六
十
三
年
京
都
国
体

開
催
宅
卜
黄
緊
－
宇
治
間

の
遺
跡
に
駒
札
か
建
立
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
文

化
財
・
名
木
な
ど
に
約
八
十
肩

間
隔
で
駒
札
を
建
て
、
遺
跡
な

ど
か
点
か
ら
線
で
結
び
、
市
民

や
観
光
客
に
分
か
り
や
す
く
案

B席2千円）｡下記でただ今発売中。20

人以上の団体割引の購入と問い合わせ

は、文化センター（a@2iii）へ。

内
し
よ
ラ
と
言
う
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
４
瓜
涙
鎖
彰
委

員
会
（
仮
称
）
夕
設
け
、
顕
彰

の
場
所
や
文
の
絵
付
け
を
具
体

化
す
る
予
定
で
す
。

一守ろう自然と文化財-

文化財愛護協会に入会を

　
こ
の
文
化
財
愛
護
協
会
で
は

た
だ
今
、
広
く
会
員
を
募
集
し

て
い
未
了
。
会
費
は
、
一
般
会

員
が
一
口
一
千
円
以
上
、
団
体

会
員
が
一
口
一
万
円
以
上
、
共

文化センター開館１周年記念事業

賛
会
員
が
一
口
一
万
円
以
上
、

賛
助
会
員
が
一
口
五
万
円
以
上

　
（
い
ず
れ
も
年
額
）
’
と
な
っ
て

い
未
了
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

多
数
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
会
を
ご
希
望
の
人

は
、
剛
宇
治
市
文
化
財
愛
護
協

必
一
事
務
所
（
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
内
・
雲
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
ぐ

に
申
し
込
み
用
紙
を
お
送
り
し

未
了
。

　
事
業
の
充
実
へ

　
基
本
財
産
の
寄
贈
を

　
財
団
法
人
宇
治
市
文
化
財
愛

護
協
会
で
は
、
基
本
財
産
と
し

て
一
千
万
円
の
蓄
積
聚
当
面
の

目
標
と
し
て
い
未
了
。
こ
の
財

産
は
、
そ
れ
舎
墨
金
に
し
て

そ
の
運
用
に
よ
り
生
じ
た
収
入

で
、
遺
跡
の
顕
彰
事
業
や
講
演

会
な
ど
、
文
化
財
愛
護
の
啓
も

う
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て

い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
取
り

合
え
ず
昭
和
六
十
四
年
一
月
ま

で
に
一
千
万
円
の
基
本
財
産
を

集
め
よ
フ
と
関
係
各
方
面
に
お

願
い
し
た
結
果
、
現
在
ま
で
に

寄
付
金
な
ど
余
色
わ
せ
七
百
五

十
万
円
が
集
ま
っ
て
い
ま
ず
。

　
目
標
額
を
目
指
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
チ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

中央公民館で天体写真展と観

望会

宇
治
市
史

窓

宇宙の科学と夢を求

めて

葛
屋
錦
之
介
特
別
公
演

反
逆
児

１１月１７

日（日）
文化会館大ホー

ル
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1
2
月
1
0
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
保
育
所
入

所
申
請
の
受
け
付
け
を
沢
の
要
領

P
l
-
ｔ
い
ま
す
。

〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
に
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
で
保
育
が
出
来
な
い
場
合

に
限
り
ま
う

　
〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
十
一
月
八
日
倒
以

降
に
各
保
育
所
（
園
）
ま
た
は
、

福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡
し
し

康
ｙ
。
申
請
に
は
、
に
親
の
在
職

証
明
書
な
芦
保
育
出
来
な
い
旨
の

証
明
書
が
必
要
で
す
。
早
め
に
用

意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

　
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

大
久
保
町
旦
椋

　
北
沢
知
佳
ち
ゃ
ん

　ちかちゃんはお父さんが大好き。

音楽に合わせて体を動かす、明る

い元気な女の子です。

　この欄に掲載するお子さん（59

年11月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

　
な
お
、
や
む
を
呉
な
い
事
情
で

指
定
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
で
き

な
い
人
は
、
十
二
月
二
十
八
日
出

の
正
午
ま
で
、
保
育
課
で
深
け
付

け
ま
す
。

　
〈
引
き
続
き

　
　
　
入
所
希
望
の
場
合
〉

　
昭
和
六
十
一
年
度
も
引
μ
続
い

て
入
所
を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所

申
請
書
と
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
な
芦
派
干
二
月
九
日
㈲
か
ら

十
四
日
出
ま
で
に
現
在
入
所
中
の

保育所入所申請の集中受付日程表

月日 受付場所 対象保育所（園）

12/I0(火
木幡保育所

北木幡保育所、のぼり保育ISI.木幡保育所
明S.保育園,なかよし保n園

南浦保育園
伊勢田保育園、南浦保Tria,西小倉保育所

北小倉保育所

12/11(*

くりくま保育園 同胞保冑園､くりくま保育園､大久保保育所

横島保育所 いずみ保育園.横SJ保育所

12/12(≪

ひいらぎ保育園 広野保育所、ひいらぎ保育園
小倉双葉園保育所

あさひ保育園三室戸保育rn、あさひ保育園、宇治保育所

善法保育所 善法保育所

12/19(木
福祉事務所
保　育　課

仝保育所(園）
12/2088

○受付時間は、いずれも午前lO時～午後3時です。

保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育
も

　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
一
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
、

生
堡
ハ
週
間
以
上
の
乳
児
に
つ
い

て
も
保
育
の
申
し
込
み
が
出
来
ま

す
。
対
象
保
育
所
（
園
）
は
、
北
木

幡
・
善
法
・
早
治
・
横
島
・
北
小

倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保
育

所
と
明
星
・
あ
さ
ひ
・
く
り
く
ま

保
育
園
の
十
ヵ
所
（
園
）
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
す

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
か
希

望
Ｔ
？
ハ
は
、
六
十
一
年
一
月
三

十
日
團
、
三
十
一
日
面
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
に
保
育
課

へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

㎜■－響 . 1ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ■ － ・ ・ － －

お
知
ら
せ

　
就
学
時
の
健
康
診
断

　
市
教
宣
安
員
会
で
は
、
十
一
月

五
日
か
ら
就
学
時
の
健
康
診
断
を

各
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

　
来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学

す
る
の
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月

二
日
か
ら
五
十
五
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
す
。
対
象

と
な
る
早
μ
も
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
十
一
月
初
め
ま
で
に
個

人
に
通
知
し
ま
す
。
必
ず
受
診
し

で
乙
だ
さ
い
。
な
お
、
期
日
ま
で

に
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
（
学
校
教
育
課
）

　
ふ
る
さ
と
の
味
覚
展

　
▼
と
き
：
官
月
3
0
日
出
・
１
９
一
月

１
日
面
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
・
：
○
展
示
会
（
日
本
料

理
、
鍋
料
理
、
普
茶
料
理
、
仕
出

し
料
理
、
す
し
。
弁
当
、
和
・
洋
菓

子
、
名
原
土
産
品
、
各
種
試
作
品

の
展
示
、
郷
土
色
劈
屁
家
庭
料

理
の
献
立
紹
介
や
試
食
コ
ー
ナ
ー
）

Ｏ
賞
味
会
（
1
2
月
１
日
面
、
午
前

1
1
時
～
午
後
１
時
、
平
等
院
南
門

前
の
駐
車
場
内
休
憩
所
２
階
で
。

定
員
は
五
百
人
。
賞
味
券
は
千
五

百
円
で
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
名
物

　
検
察
審
査
会
と
は

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
犯
人
か
裁
判

に
か
け
て
ぐ
れ

な
い
Ｉ
こ
の

よ
シ
な
不
満
が

あ
る
人
の
た
め

察
官
が
事
件
欠
起
訴
し
な
か
っ

た
こ
と
の
善
し
悪
し
盈
供
重
に

審
査
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
審
査
員
は
法
律
の
専
門
知
識

な
芦
ほ
必
要
な
く
、
一
般
の
健

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　
　
検
察
審
査
会

に
検
察
寞
曇
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
’
検
察
審
査
会
で
は
、
広
ぐ
選

挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、

一
般
の
市
民
聚
Ｗ
Ｕ
て
、
検

　
「
宇
治
川
先
陣
な
べ
〈
仮
称
〉
」

ほ
か
名
経
い
。
‥
‥
‥
一
月
１
日
か
ら
観

光
セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内
所
で
賞

味
券
を
発
売
。
電
話
予
約
も
で
き

未
了
。
先
着
順
）
▼
問
い
〈
Ｂ
せ

・
：
観
光
セ
ン
タ
ー
（
容
⑩
3
3
3

4
）
へ
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
家
庭
料
理
の
献
立

　
ア
イ
デ
ア
を
募
集

　
早
島
の
特
産
（
茶
、
鮎
、
鰻
、

カ
ブ
ラ
、
セ
リ
、
フ
キ
、
シ
イ
タ

ヶ
な
ど
）
夕
盛
り
込
ん
だ
自
慢
料

理
の
ア
イ
デ
ア
器
奮
Ｉ
乖
ｙ
。

　
▼
応
募
方
法
・
・
・
料
理
名
と
作
り

方
、
そ
の
料
理
を
写
し
た
カ
ラ
ー

写
真
を
同
封
の
上
、
雲
笛
観
光

セ
ン
タ
ー
（
憲
居
川
２
）
へ
。

応
募
者
全
員
に
記
念
品
、
価
秀
作

品
に
は
表
彰
状
と
副
賞
奎
贈
呈
し

ま
す
。
　
　
　
（
商
工
観
光
此
）

　
　
「
宇
治
橋
」
展

　
▼
と
さ
・
・
・
Ｈ
月
１
日
廊
～
1
7
日

㈲
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
・
：
今
回
は
、
日
蚕
瓦
初
に

架
け
β
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
宇

治
橋
が
テ
ー
マ
。
（
商
工
観
光
課
）

　
　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
0
日
面
、
午
前

ａ
時
半
に
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
▼

コ
ー
ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
↓
京
阪
三

条
↓
出
町
柳
↓
鞍
馬
↓
薬
王
坂
↓

岩
倉
↓
京
阪
三
条
の
杓
１
１
キ
ロ
▼

全
な
常
識
奮
川
え
て
い
れ
ば
十

分
に
果
た
す
こ
島
石
衣
蛋
す
。

　
審
査
員
の
選
び
方

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

十
一
月
十
一
日
に
選
苧
〈
名
簿

持
ち
物
・
・
・
弁
当
・
雨
具
・
水
筒
な

ど
。
交
通
費
各
自
負
担
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
木
村
長
次
さ
ん
（
容
⑩
３

６
ａ
）
へ
。
な
お
、
雨
天
の
と

危
冒
月
1
7
日
㈲
に
順
延
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
謔
）

　
お
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
：
1
1
月
2
5
日
側
・
2
9
日

吻
、
り
一
月
２
日
側
の
３
回
。
午
前

の
部
は
1
0
時
～
1
1
時
半
、
午
後
の

部
は
１
時
半
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
、
市
営

茶
室
対
鳳
庵
▼
内
容
・
：
お
茶
を
お

い
し
ぐ
頂
く
た
め
の
作
法
▼
講
師

…
裏
千
家
流
、
伊
藤
宗
恂
さ
ん
▼

定
員
…
午
前
・
午
後
の
部
、
各
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費
・
：
千
円

▼
申
し
込
み
：
教
材
費
奎
添
え
て

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
宇
治

里
尻
7
1
－
９
・
市
民
会
館
１
階
）

へ
直
接
。
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
ジ
ャ
ズ
体
操
講
習
会

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
9
日
脚
。
午
前

の
部
は
1
0
時
～
1
1
時
半
、
午
後
の

部
は
Ｌ
時
半
ト
ー
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師

・
・
・
ジ
ャ
ズ
体
操
講
師
、
中
林
百
合

子
さ
ん
▼
内
容
・
・
・
ジ
ャ
ズ
体
操
の

基
本
と
実
技
▼
定
員
・
：
午
前
・
午

後
の
部
、
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

受
講
料
・
・
・
無
料
▼
特
ち
物
・
・
・
運
動

に
適
し
た
服
、
シ
ュ
ー
ズ
、
大
型

タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
0
2
3
1
5
）

に
某
『
つ
き
、
く
じ
で
審
査
員
の

候
補
者
か
選
び
ま
す
。
京
都
検

察
審
査
会
で
は
、
管
内
の
市
町
、

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
審
査
員
の

候
補
者
名
簿
に
積
つ
い
て
、
再

び
く
じ
で
審
査
員
か
灰
め
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
人
は
、
老
齢
者
や

学
生
な
芦
法
律
で
認
め
ら
れ
た

場
合
以
外
は
辞
退
で
浙
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
は
、
進
ん
で
務
め

か
栗
た
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
余
）

へ
。
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
税
を
知
る
週
間

　
税
金
な
ん
で
も
相
談

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
始
ま
る

　
「
税
を
知
る
週
凹
の
期
間
中
、

次
の
二
つ
の
行
事
を
催
し
康
す
。

　
〈
税
金
な
ん
で
も
相
談
室
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
：
1
1
月
‥
１
１
日

側
＝
ニ
チ
す
大
久
保
店
、
1
4
日
俐

―
関
西
西
友
宇
治
店
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時

▼
主
催
…
税
務
署
・
京
都
府
・
宇

治
市
・
税
理
士
会
。

　
〈
み
ん
な
の
暮
ら
し
と
税
金
展
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
1
月
７
日

出
～
Ｈ
日
囲
、
大
丸
京
都
店
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

　
1
1
月
の
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
1
月
８
日

面
＝
小
倉
公
民
館
、
2
2
日
面
＝
広

野
公
民
分
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
Ｌ
時
～
ｔ
時
▼
内
容
・
・
・
年
金

や
健
康
保
険
の
仕
組
み
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
‐
Ｓ
Ａ
Ｙ

　
秋
と
同
封
コ
ン
サ
ー
ト

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
９
日
出
、
午
後

６
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
▼
内
容
・
：
府
立
高
校
生

に
よ
る
吹
奏
楽
、
平
安
雅
楽
会
の

演
奏
・
舞
楽
、
宇
治
市
民
混
声
合

唱
団
ほ
か
▼
主
催
：
山
城
地
区
郵

便
局
。
無
料
。
（
社
会
教
育
課
）

　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　
の
服
用

　
十
一
月
五
日
叫
か
ら
、
ポ
リ

オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク

チ
ン
の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。

日
時
・
必
一
場
な
ど
は
、
「
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
　
難
病
相
談

　
京
都
府
宏
程
健
所
で
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
（
ぜ
ん
そ
ぐ
、

湿
に
ん
な
ど
）
の
子
μ
石
の
医

療
と
、
日
常
牛
活
、
特
に
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
を
甲
に
心
と

し
た
講
演
、
個
別
相
談
・
指
導

か
次
の
と
お
紅
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
…
一
１
１
月
７
日
困
、
午

’
後
１
時
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
眉
保
健
所
▼
申
し
込
み
…
予

約
制
で
す
。
1
1
月
５
日
脚
ま
で

に
宇
取
健
所
（
ａ
０
２
ｔ
Ｌ
９

１
）
へ
。
　
（
宇
治
鴛
階
）

　
　
高
血
圧
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
３
日
脚
と
1
3

日
圖
▼
と
こ
ろ
・
：
早
島
保
健
所

▼
内
容
・
：
「
高
血
圧
の
話
」
「
ス

ト
レ
ス
と
の
上
手
な
つ
見
□

方
」
「
日
常
生
活
と
運
動
」
「
う
す

味
料
理
の
話
と
試
食
」
▼
対
象

・
：
高
血
圧
傾
向
の
人
と
そ
の
家

族
▼
申
し
込
み
…
宇
治
保
健
所

　
（
豊
⑩
2
1
9
1
）
へ
｛
器
刄

　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

在
宅
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
1
1
月
は
陶
芸
・
編
み
物
教
室
を

　
十
一
月
に
行
う
事
業
で
す
。
申

し
込
み
・
問
良
Ｂ
せ
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）

へ
。

　
〈
陶
芸
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
0
日
面
卜
土
ひ

ね
り
、
1
2
月
１
日
㈲
Ｌ
彩
色
。
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
定

員
・
・
・
在
宅
障
害
者
・
2
0
人
▼
内
容

・
・
・
課
題
作
＝
来
年
の
え
と
（
寅
）

の
置
聳
石
の
、
ま
た
は
自
由
作
▼

指
導
…
長
谷
川
重
で
兄
▼
材
料

費
・
・
・
百
円
程
度
▼
申
し
込
み
締
切

　
　
「
遊
び
と
発
達
」

　
　
講
演
会

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
９
日
出
、
午
後

１
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
磐
扁

祉
心
］
館
▼
テ
ー
マ
・
：
「
健
や
か
な

早
μ
も
の
成
長
盈
騏
っ
て
」
－
子

μ
ｔ
）
と
、
お
も
ち
ゃ
の
か
か
わ
り

を
通
し
て
、
遊
び
と
発
達
、
ち
ょ

り
日
・
・
・
Ｈ
月
７
日
困
。

　
〈
編
み
物
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
4
日
㈲
、
1
2
月

１
日
面
、
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
～

ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館

▼
対
象
・
・
・
聴
営
言
語
障
害
者
▼
内

容
・
：
手
ぶ
ぐ
ろ
（
ミ
ト
ン
）
、
靴

下
の
ど
ち
ら
か
一
方
▼
指
導
・
・
・
野

口
華
子
”
λ
▼
材
料
費
ふ
累
代

実
費
▼
持
ち
物
・
・
・
棒
ば
り
、
は
さ

み
、
と
じ
針
▼
申
し
込
み
締
め
切

り
日
…
Ｈ
月
６
日
困
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
心
一
）

つ
と
気
に
な
る
子
育
て
に
つ
い
て

▼
講
師
・
・
・
辻
井
正
さ
ん
（
大
阪
お

も
ち
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
創
設
者
）

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
問
い
４
１
１
Ｃ
＊
'

・
：
襲
福
祉
協
議
会
（
Ｓ
⑩
5
6

5
0
）
へ
。
な
お
、
保
育
室
政
用

意
し
示
ｙ
。

　
　
（
襲
扁
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン

ト
ピ
ア
事
業
推
進
協
議
会
）

519

　
　
十
一
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全

　
育
成
強
調
月
間
で
す
。

　
　
最
近
の
青
少
年
の
問
題
行
動
の

　
特
徴
は
、
万
引
き
や
他
校
生
と
の

　
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
校
外
で
の
事
象

　
が
増
加
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
シ
ン

　
ナ
ー
吸
引
や
暴
走
行
為
今
祐
か

　
え
ず
有
職
・
無
職
の
少
年
が
中
学

　
生
に
働
き
か
け
よ
シ
と
す
る
動
き

’
か
み
ら
元
ま
す
。

　
　
次
代
か
狛
う
青
少
年
が
た
く
ま

　
し
ぐ
生
き
る
力
夕
培
う
こ
と
が
で

　
き
る
よ
つ
、
市
民
一
人
ひ
と
a
が

　
青
少
年
に
目
聚
同
け
、
健
全
育
成

　
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
市
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
強

　
調
月
間
の
期
間
中
、
関
係
団
体
と

　
協
力
し
て
「
中
学
生
の
主
張
」
大

　
会
を
は
ト
ぶ
沃
の
行
事
夕
行
い
ま

　
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

　
お
則
い
し
ま
す
。

全国青少年健全育成強調月間

　11月２日文化会館で

｢中学生の主張｣大会なと

▼
第
４
回
宇
治
市
「
中
学
生
の
主

　
張
大
会
」
・
・
ｎ
月
２
日
出
、
午

　
後
１
時
半
ト
ｔ
時
半
、
文
化
心
一

　
館
人
ホ
ー
ル
で
。
「
竺
ｙ
の
だ

　
め
、
私
の
や
昨
一
た
い
こ
と
」
「
中

　
学
生
石
し
て
訴
え
た
い
こ
と
」

　
「
い
ま
家
庭
・
学
校
牛
活
で
考

　
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

　
内
の
中
学
校
代
表
の
1
8
人
の
生

　
徒
が
Ｅ
簑
し
ま
す
。

▼
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇
治

　
運
動
・
・
・
1
2
月
１
日
㈲
、
午
前
９

　
堕
T
1
1
時
半
、
府
立
宇
治
公

　
園
（
塔
の
島
）
と
市
内
各
所
で

　
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

　
京
都
国
際
青
年
年

　
の
つ
ど
い

　
京
都
府
と
京
都
府
教
育
委
員
心
一

で
は
、
今
年
の
国
際
肖
年
年
の
府

の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
「
京
都
国

際
青
年
年
の
つ
ど
い
」
か
開
き
ま

－ － － － 一 一 － － －－ － － －す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
３
日
㈲
、
午
前

1
0
時
半
ト
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

国
立
京
都
国
際
会
館
（
左
京
区
宝

池
）
▼
内
容
・
・
・
基
調
講
演
（
梅
原

猛
さ
ん
）
、
国
堅
月
年
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
青
年
の
文
化
発
表
、
物
産

展
示
、
即
売
な
ど
の
ほ
か
、
京
都

国
際
青
年
年
委
員
会
が
主
催
す
る

「
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

も
併
せ
て
開
催
。

　
　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

保
育
所
の
入
所
申
請

保健予防のお知ら
せ
問合せ　保険予防
課　電話2231

41



保健・

衛生・

相談・

移動図

書館（

11月

分）

第718号

宇治市政だより 1985年（昭和60年）11月１日発行（4）

520

　　　献血

●11日(栗村金属工業〈株〉13時半～15時半)、

　20日(コピア〈株〉関西工場10時～正午、宇

　治黄聚病院13時半～15時半)､29日(京阪宇

　治交通宇治車庫14時～16時)。

　　

　　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●12日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時30分着)｡｀その他、毎週月曜日

　(午前9時～IO時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(21日、市民会館13時～16時)。

●移動市民相談(27日、束木幡集会所13時半

　～16時)。

●京都府交通事故相談(6日.

20日、京都府

　宇治地方振興局a@2049、9時～16時)｡交

通事故の法律問題、示談のしかたなどお気

軽にご相談ください。

　　社会福祉協議会の法律（定 J I 1 0 人 ） ・ 年

　 金

・

結 婚

・

心 配 ご となどの相談日
程や

、

１

行政
・

人権
・

消費生活・精神薄弱者相談

｜

　の日程は

、

6 0 年 度 版 「 市 民 カ レ ン ダ ー と

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

：市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

　工観光課で、教育相丿炎は教育委貝会で、

：日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

ミ談は月～金曜日の10時-16時に総合福祉

ｌ会館3階の家庭児童相談室(e@8698)

　で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・ｉ

　金曜日の９時～16時に総合福祉会館2 階

ｉの老人福祉センター（3⑩5652）で。　:

L…………………………………………………………………j

○

　密栓して、必ずカギのか

かる所に厳重に保管する。
・

１

･ ． － － － 一 響 響 ■ ■ － －－－・－－■■・■－一響■■■■■個－－

1
1
月
は
毒
物
・
劇
物
危
険
防
止
運
動
月
間

に
用
い
る
殺
虫
剤
、

除
草
剤
な
ど
に
は
、

毒
物
・
劇
物
や
農

薬
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
科
学
技
術

　
各
地
で
、
自
動
販
売
機
等
で
の
　
　
毒
物
・
劇
物
は
、
今
日
、
工
業
・

毒
入
瞎
飲
料
水
事
件
が
相
次
ぐ
中
、
農
業
用
を
始
め
と
し
て
、
社
会
生

市
内
で
も
、
児
童
の
水
筒
や
保
育
　
活
の
中
で
幅
広
く
俘
石
れ
て
い
ま

所
の
や
か
ん
に
毒
物
が
混
入
さ
れ
　
す
。
家
庭
で
も
、
掃
除
用
洗
剤
に

る
と
い
う
、
悪
質
な
事
件
が
起
こ
　
含
次
れ
て
い
る
塩
酸
や
力
性
ソ
ー

つ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ダ
、
花
壇
、
庭
木
、
農
作
物
な
ど

の
発
展
と
と
も
に
、
今
後
、
種
類
・

量
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

未
了
。

　
こ
う
し
た
毒
物
・
劇
物
、
農
薬

は
、
省
借
む
身
体
か
苔
し
ぐ
害

す
る
性
質
か
痔
っ
て
お
り
、
そ
と

も
の
手
に
触
れ
た
り
、
盗
難
な
ど

の
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
大
き
な

被
害
笑
徐
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度

そ
の
保
管
・
使
用
・
廃
棄
に
つ
い

て
点
検
し
、
事
故
の
防
止
に
努
め

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
衛
生

部
薬
務
課
（
a
0
7
5
－
4
5
1
－
8
1
1

1
）
へ
。
（
宇
治
地
方
振
興
局
・
。

宇
治
保
健
所
・
農
林
茶
業
課
）

｀
１
Ｉ
－
―
―
―
―
－
I
I
S
1
1
1
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一ミーミ

　
飲
食
物
・
食
器
類
と
区
別

し
、
密
栓
し
て
、
手
の
届
か

な
い
所
へ
厳
貫
に
保
管
す
る

毒
物
・
劇
物
・
農
薬

　
保
管
は
カ
ギ
か
け
厳
重
に

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
き
⑩
1
5
1
1
）

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
1
月
分
）

11月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

収集漏れの場合は連絡を

し尿収集の届け出を

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館
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